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第１章 総則 第２節 組織 

 

（学部、学科および収容定員、教育研究上の目的） 

第３条 ３．学部、学科の教育研究上の目的については別表４のとおりとする。 

 

学則別表４ 

＜学部、学科の教育研究上の目的＞ 

学部・学科 教育研究上の目的 
 
 

社会福祉学部 

建学の精神のもとに、多岐にわたる福祉施設や行政機関等で活躍する人材
を養成するとともに、共生社会の実現をめざす。グローバルな視点から社
会サービスの現状とその背景にある政治、経済、文化等について研究し、
その成果を学生へ還元する。 

 
 

社会福祉学科 

共生社会のシステム構築に寄与する人材を養成する。 
 高齢者や障害者、子ども・家庭等｢要支援者｣の自立生活に焦点を当て、あ
らゆる支援活動にかかわることができるソーシャルワーカーを養成する。 
特別支援・社会分野の教職において活躍し得る人材を養成する。 

 
学部・学科 教育研究上の目的 

 
 
 

美 術 学 部 

建学の精神を念頭に、両学科の所属学生に対し、幅広い知識や教養を修得
させると共に、豊かな感性や感覚と高い技能とを身につけさせ、美しく心
豊かな社会創りに、持続的に積極的に関わることのできる人材養成を行う
こと。また、研究に関しては、より的確な教育方法の研究と共に、幅広い
視野で、とりわけ地域の諸問題について検証し、それらの改善と発展に寄
与すること等を目的とする。 

 
 
 
 

デザイン学科 

知識や教養の修得と共に、個々の学生の感性や感覚の練磨につとめ、感受
性豊かで想像力や表現力や創造力のある人間形成を行うこと。教職を目指
す学生には、美術ならではの教育方法の特質と役割とを認識させ、教育現
場での授業等において、それらを反映させ実践できる人材の育成を行うこ
と。研究に関しては、常に一人ひとりの学生に寄り添い、それぞれの特質
を把握し、効果的な教育方法を展開させられるようにすること、また、美
術についての専門的な知識や技能等を、十分に社会に還元させることを目
標とする。 

 
 

建 築 学 科 

人びとの生活から社会活動の基盤となる建築・都市環境に関わる専門知識
を有し、これらを構築する豊かな創造力をもち、社会に貢献する建築技術
者を育成する。また、工業（建築）分野の教職において活躍できる人材を
育成する。 

 
学部・学科 教育研究上の目的 

 
 

経 営 学 部 

情報化、国際化、さらにグローバル化が進展する 21 世紀の産業社会で活躍
する人材を育成する。また、グローバルな視点だけでなく地域社会とのつ
ながりについても重視し、経営およびそれに関連した分野等について研究
し、その成果を社会と学生の学びへ還元する。 

 
 
 

経 営 学 部 

企業の会計管理・国際経営戦略などを中心とした諸理論を学ぶだけでなく、
経営を広い視点から捉え、地域社会やスポーツビジネスのような様々な社
会的活動も経営対象と捉え、幅広い視野と国際的かつ地域に根ざした経営
感覚を持つ幅広い人材を養成する。また、これらの学びの中から次世代を
育む指導者を育成し、スポーツソーシャルワーカーや保健体育・商業等の
教職において活躍し得る人材を養成する。 

 


